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事 業 名 難聴と補聴器について知る講座＆相談会 

事業種別 （Ａ）  
 
 既存事業        新規事業  

この事業に対し他の助

成の有無   （Ｂ） 
(申請中のものを含む。) 

  有   ○無  
有の場合は助成団体及び助成額 
団 体： 
助成額：           円    

事業実施地域及び会場

（Ｃ） 
四谷地域センター  新宿区立障害者福祉センター 
大久保地域センター 

スケジュール 
（実施期間等） 

（Ｄ） 

・2005年 9月 6日（火）13～16時 ・地域見守り協力員 
    「講座」のみ (対象者)→・社協、在宅福祉サービスの協力会員 

                 ・介護ヘルパー 

・2005年 11月 12日（土）  講座と相談会  10～16時 
 2006年 2月７日（火）     （予約制） 

①区民ニーズの

把握状況 
（それは、どのよ

うに把握した

かを含む。） 
  （Ｅ－１） 

・昨年度、聞こえと補聴器相談会を実施し、補聴器や難聴について

困っている高齢者やその家族が多いことを知った。 
・社協からの情報で、地域見守り協力員や在宅福祉サービスの協力

会員から、補聴器についてわからなくて困ったとの声が多いと聞い

た。 

②対象者等 
(区民等が享受する
予想利益、区民等に

もたらされる利益等

について具体的に記

入してください。） 

   （Ｅ－２） 

・対象者 

・区内の高齢難聴者と家族 

 ・地域見守り協力員 

 ・在宅福祉サービスの協力会員、ヘルパー 

・区民等が享受する予想利益の具体的内容等 

加齢による聴力低下で困っている高齢者や家族、それに関わる人々

に、難聴や補聴器についての正しい知識を持ってもらい、より豊か

なコミュニケーション生活ができるようになってもらう。 

活
動
概
要 

③地域の人たち

の事業への係

わり方 
（ボランティアとし

て参加する等、どのよ

うに地域の人がこの

事業に参画すること

ができるかを記入し

てください。） 

（Ｅ－３） 

 

 

地域見守り協力員 

在宅福祉サービスの協力会員  が、講座で学ぶことにより、その

ヘルパー          役割がより確実に果たせ、地域の高

              齢者のサポート体制を強化していけ

              るようになる。 



①活動内容詳細 
※必要に応じて、図

表、地図、イラス

ト、写真等を添付

し、又は印刷物等

の資料を提出し

ていただいても

結構です。 
  （Ｆ－１） 

 
 
・2005年 9月 6日（火） 13～16時 四谷センターにて  
  ・地域見守り協力会員 

  ・在宅福祉サービスの協力会員   対象の講座 

  ・介護ヘルパー 

 社協を通じて事前に関係機関にＰＲ…ﾎﾟｽﾃｨﾝｸﾞ，ﾁﾗｼ配布など 
・11月 12日（土） 10～16時 新宿区立障害者福祉センターにて 
・2006年 2月 7日（火） 10～16時 大久保地域センターにて 
   高齢難聴者とその家族、関係者対象 
   講座と相談会 (予約制) 

②必要とされる人

員、設備等 
（Ｆ－２） 

 
講師、相談員、手話通訳、要約筆記者 
聴力検査機 
ＯＨＰ、磁気ループ 

③実行体制、必要

な人材の確保

のめど等 
 （Ｆ－３） 

東京都中途失聴・難聴者協会事業部、事務局メンバー 
  
東京都立心身障害者福祉センター    
（社福）聴力障害者情報文化センター 協力 

具
体
的
な
活
動
内
容 

④期待される成

果（地域にもた

らす具体的効

果） 
 （Ｆ－４） 

70 歳を過ぎると、2 人に 1 人は難聴になるといわれている。新宿区

では、70 歳以上の高齢者に補聴器を支給するサービスがあるが、補

聴器や難聴についての正しい知識のもとに使いこなせていない人も

多いのではないかと思われる。そこで、本人や関わる人々に、対人

におけるコミュニケーションの注意なども含めて、難聴について学

んでいただき、補聴器を使いこなせるようにサポートする。これに

より、豊かなコミュニケーションライフを過ごしていただけるよう

にする。 

 

- 2 - 
 


